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　【対象と方法】対象は2012年９月～2014年２月までに
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　【症例】63歳．女性．【現病歴】2007年８月，左手関節痛，
９月，左第2.3.5DIP 関節痛が出現．2010年８月，右第
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牛 田 享 宏
　“痛みとは，実質的または潜在的な組織損傷に結びつく，
あるいはこのような損傷を表わす言葉を使って述べられる
不快な感覚・情動体験である”と定義されている．我々が
多く診療現場で遭遇する運動器の痛みについても，外傷や
感染，神経圧迫など器質的原因の明確なものがある一方で，
画像診断などの検査をおこなっても明らかな異常を見いだ
せないものも多い．痛みの神経系は侵害刺激（痛み）によ
って機能変化を起こし，それが神経系に可塑的な変化を引
き起こすことで慢性化することが考えられてきている．近
年では不動による廃用など侵害刺激以外でも神経機能変化
を起こす事も明らかにされてきている．
　また，近年の脳機能研究は痛みの経験が記憶されたり，
心理的なストレスによって様々な応答変化を引き起こすこ
ともわかってきているので，これらについて概説した．
